



























































































































































































































































































































































































































































































ジグザグ 型 ７ １ １ 
ひよろり幹 ６ 1５ ３ ９ 
風粉 ２ ７ 1０ 咄
円 １ ４ 1９ ９ 
唾りんIＺ弱虫 元Sﾖな子 おとなしい子
ジグザグ 鋤 1０ ４ ２ 
ひよろり純 ８ 狐 ４ 1４ 
風恕 ５ 1３ 1８ ４ 
円 ３ ３ 1４ 2０ 
趣りんI田弱虫 元気睦子 おとなしい子
リグザク 割 ２ ４ １ 
ひよろり綴 ４ 羽 ２ 1８ 
風碧 １ 脚 1６ 1１ 
円 ２ ９ 胡 、
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5６ 
歳の頃からかなり高度になるのではないかと思われる」と結んでいる。ただ実
験的に抽出するにはこの年齢レベルが下限でそれ以下では観察的アプローチが
必要になってくる。とはいえAmheimが成人で試みた線条表現にみる相貌的知
覚の深化は，すでに幼児期後半にいたって．それまでに獲得してきた相貌性を
分化させてきていることに注|=Ｉすべきであろう。それは目の動き描画などの身
体感覚運動の統制に随伴する発達過程があることを仮定することができる。
《注》
(1)Wemer,Ｈ､,andKaplan,Ｅ､,SymbolFormaUonNewYork:Wiley’1963． 
柿崎祐一監訳『シンボルの形成」（1974ミネルヴァ背房氾102.
（２）同上p､103.
（３）同上p､104.
（４）同上p､107.
（５）同上p・l1o.～p､111.
（６）同上plO4．
（７）同上p､212.-ｐ213.
（８）同上p､213.
（９）亀谷純雄「幼児期のシンボル形成」2002法政大学教養部紀要121号
(10）Kmuss,Ｒ,UbergTaphischenAusdmck:1930． 
(11）Wemer,Ｈ,andKaplan,Ｅ､,lii褐iIIp330
(12）同上p､333．
(13）同上p332．
(14）同上p､332．
(15）乾孝，有働和子「形象コミュニケーション」（1965誠信習房）ｐ､192.～p､193．(16）同上p､178．
(17）同上p､186
(18）｜司上p､190．
(19）同上p､190．
(20）乾はクラーゲスKlagesのいう「対象とともに助かされる如き心構え」という言
葉をひき‘直観能力というのは，そのような特殊な単受の構えが大きな役割をも
っていることをいうが，別の所でこうことわっている。「カントは時間・空間を
“直観の形式”と規定したが，じつは､!〔観においては時空は未分化であるといい
なおすべきであろう。「間近である」，「目1M1に迫る」，というようなコトバは，時
間をあらわすとともに空間をあらわす。そのDliはさきにものべたように，生活体
の直面している課題の等質性による融合である。否，時空は生活体の行動におい
ては，側面を分っていない，空1H1的に近いものに対しても時間的に近いものに対
しても，われわれは緊急に身榊えなければならぬ。この身構えは同質なのである。
これらに対する対策（行動プラン）が分化するとき．時・空ははじめて分化に進
む。カントのいう“直観”が行助の保留以後のレベルにあるのを理解した上で，
はじめて時間・空間を直観の形式とする彼の脱を了承することができる｣。同｣二
Hosei University Repository
5７ 
Ｐ､89． 
(21）Arnheim,Ｒ,VisualThinking:Univ・ofCalifOmiaPress,1969．
liQ3l・夫訳『視党的思考」（1974美術出版社）
(22）｜扇I｣二p144,
(23）同上p､146．
(24）同上ｐ156.-p､157．
(25）｜副-kp,166．
(26）rlIIll作一「子どもが形をよむということについて｣，日本ﾘiliiji文学者協会編
「絵本の世界」（l974すばるi1f房)，ｐ,122.-ｐ１２４．
(発達心理学・第一教鍵部助教授）
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